
， ， 

、司

iii信号32i!?iifiiR号!?igiijii
鵠時iiiii iiiijizi iiij?;詰i
iiiiijiiiiii結言語i?iiiiiiii 
;;iiiii1iiii!;iiii!;!jiijiii事!jiii1ili
i;;iiiii iiiiiiiiiiiEif員長iii!?ii!idzi!i詰5ii;i!;
!百;弓 ;!jjij!!?(
年211iiiiidz;iii麟騒離は勧告品謀議長I
12FEjzifi医科書Eii盤璽鐘鐘器開時間関;1iiii!iiZii piH盤機鶴鱗 Ldi日jiiijpii!i詳出雪担巧喜守言
諸z註結誌話i金能25諸自5ドセ誌i藷量ぷ; 騒識騒鱗麟鶴騒舗 をd聖哲雪腎E訟京対与 終雪諸E詰受持志i詰ii
i詰j誇;j ; ; !嬰静?詩静iF;! !号時E号事i主ii i i草車i子幹g告i顎!告詩野;草静i詳伊i手伊問i詩巧喝官!守官智i詩古ifそ1官;
j ; ; i誌誕揺民{詰話詑i目器;E;; ; ; i ; ; ; i i ! i j告軒説?H詰;詰; ; j i i ; ; 
izzii;iiii?;ii;ii;iRjiii???!ijiiiii民iiiiiiiil;iiji

第 39号

第 39号
亮行所

大洗町程揚
努行人
加藤 滑
回刷所

新いばらき
タイムス枇
TEI.水戸⑧5191伺

良
い
く
ら
し
良
い
町
づ
く
り
目
標
に

加
藤
町
長
新
年
度
予
算

納税は

期限内に

編
成
方
針
を
説
明

昭
和
四
十
一
信
産
?
算
の
ほ
が
十
一
二
案
件
を
審
議
す
る
雪
国
定
例
町
議
会
は
、
去
る
三
月
十
一
四
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
京
議
会
は
一
一
月
二
十
六
日
ま
で
十
一
一
百
関
に
一
息
っ
て
審
議
の
結
果
。
会
館
察
官
ι
原
笑
通
皇
可
決
と
な
D
ま

し
た
。
妻
裁
第
一
躍
塞
・
事
事
忍
マ
、
条
側
壁
、
補
正
?
毒
の
審
議
を
孝
一
散
会
、
重
一
日
午

前
一
杯
、
加
藤
町
崇
ぷ
り
新
年
常
亨
算
編
成
に
つ
い
て
の
説
闘
が
劉
婦
の
遇
D
符
な
わ
れ
、
午
後
か
ら
翠
十
六
日

ま
で
各
一
課
長
よ
り
内
容
税
聞
の
の
ち
十
七
、
十
八
の
両
日
に
ま
+
知
り
議
集
宅
仇
ぴ
行
政
に
つ
い
て
の
一
般
質
疑

が
費
九
行
わ
れ
霊
?
一
算
に
つ
い
て
は
、
議
任
餐
員
会
L
付
託
さ
れ
十
九
星
降
香
員
会
む
と
に
各
部
門
別
に

内
容
の
検
討
が
な
さ
れ
た
あ
と
二
十
六
日
再
会
の
京
会
議
に
お
い
て
原
案
通
D
可
決
さ
れ
事
レ
た
。

震
度
は
一
般
会
計
で
五
億
五
千

5久
平
円
、
童
特
製
』
九
主
百
七
四
季
円
園
補
特
別
会
計
で
九

千
一
一
亘
ニ
二
三
向
、
合
計
六
磁
九
千
七
百
一
七
四
手
円
と
な
り
町
井
む
て
は
最
高
の
予
算
規
模
と
な
り
ま

し
た
。
目

、，
ら

74千円

あおお
多

昭和41年 5眉31回( 1 ) 

/ 



事
出
町
立
第
一
中
学
校
防
省
一
恋
愛
ω
一
防
音
教
室
に
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
周
で
き
る
「
般
財
一
践
と
レ
あ
土
地
は
一
は
孝
つ
大
き
な
収
入
は
思
ぬ
め
ず
四
十
一
乙
れ
は
全
国
的
徴
向
で
あ
り
彦
診
し
、

第
一
期
工
事
は
、
昨
年
士
一
月
二
十
一
一
一
一
て
い
ま
す
。
新
年
度
に
は
そ
の
第
一
期
総
計
一
一
一
十
万
二
千
五
百
九
十
坪
で
あ
り
一
回
母
に
な
っ
ず
ん
は
お
て
原
研
の
盟
主
根
本
一
缶
詰
ガ
に
対
ず
暴
露
澱

日
着
工
以
来
、
関
扇
建
設
登
山
会
社
の
一
分
と
し
て
九
教
室
が
建
設
さ
れ
る
乙
と
一
ま
す
@
し
か
し
ζ

の
中
に
は
ゴ
ル
ブ
場
一
資
産
税
が
期
待
で
き
る
し
、
大
洗
潜
も
一
衛
陸
な
く
し
て
解
決
は
で
き
な
い
問
題

一
手
に
よ
っ
て
建
設
を
急
い
で
い
ま
し
た
一
に
な
る
見
込
み
で
す
。
今
年
度
の
盟
国
一
の
敷
地
の
よ
う
日
L
貸
与
し
て
あ
る
も
の
一
四
十
四
年
度
は
第
一
期
が
完
成
し
ま
す
一
で
あ
り
ま
す
e

し
か
し
そ
設
か
ら
と

一
が
、
去
る
三
月
三
十
一
日
写
真
の
よ
う
一
教
室
の
総
工
事
演
は
一
中
、
磯
小
倉
せ
一
も
あ
る
の
で
]
実
際
和
用
で
き
得
る
も
一
の
で
、
船
舶
の
入
浴
税
が
く
る
は
ず
で
一
っ
て
私
た
ち
の
措
置
す
る
町
を
一
日
も
原

一
に
立
派
に
で
き
上
り
ま
し
た
。
一
て
約
一
億
五
十
万
円
の
任
額
に
の
ぼ
っ
一
の
は
、
士
一
万
二
千
五
百
九
十
援
は
あ
一
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
C
C当
分
一
〈
豊
か
に
し
、
年
乍
晶
く
す
る
努
力
老

一
乙
の
教
室
は
米
空
箪
機
F
}
O五
D
機
一
て
い
ま
す
。
一
り
ま
す
。
な
お
あ
る
年
限
が
経
て
ば
恐
一
は
や
っ
ぽ
り
苦
際
の
道
で
あ
り
自
力
で
一
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
宋
-
来
へ
の

一
の
飛
来
に
よ
る
堅
田
の
た
め
生
徒
の
勉
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
戸
り
く
分
譲
で
き
る
乙
と
と
思
い
ま
す
が
一
切
り
鰹
U
て
ゆ
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
美
し
い
ピ
ジ
ョ
ン
そ
失
わ
ず
、
し
か
も

昭
和
主
八
年
に
着
エ
し
英
語
の
仮
護
岸
三
五
一
米
五
五
四
十
八
さ
の
延
長
会
震
護
一
強
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
一
(
一
め
ん
よ
り
つ
づ
く
)
一
喜
住
宅
は
総
計
で
百
十
五
一
戸
に
達
し
一
地
方
財
政
の
窮
乏
ほ
今
日
は
じ
ま
っ
た
一
現
実
的
に
は
財
政
の
規
模
と
開
君
分

建
設
工
事
は
、
い
ま
ま
で
に
大
き
な
災
埋
立
地
二
六
、
六

8平
方
米
一
が
八
十
七
米
延
び
る
こ
と
に
な
っ
て
い
す
の
で
、
昨
年
国
の
防
衛
庁
に
何
回
企
ま
で
は
認
め
ら
れ
る
の
で
、
私
ど
も
で
一
て
お
り
ま
す
。
一
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
ま
ま
で
は
一
ニ
一
盛
と
造
手
念
頭
に
お
き
な
宮
前

審
も
な
く
、
極
め
て
順
調
に
す
す
ん
で
一
穴
、

C
四
一
号
一
辛
子
。

ζ
の
翼
賛
は
一
億
早
六
百
一
改
築
の
陳
情
皇
ね
た
結
果
、
や
っ
と
五
議
議
室
金
の
支
出
は
主
主
乙
れ
が
あ
り
の
ま
ま
の
財
政
の
実
態
一
割
自
治
か
ら
一
一
割
息
へ
追
い
つ
め
ら
一
巡
す
る
露
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
昭
和
四
十
年
度
で
、
丁
度
五
年
一
震
波
堤
一

C
C米
一
万
円
で
す
。
着
工
以
来
の
工
事
費
総
題
一
承
認
そ
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
九
割
一
三
十
九
万
八
千
円
の
余
絡
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
て
将
来
の
見
通
し
一
れ
る
公
察
手
出
て
来
て
お
り
ま
す
駒

百
を
終
ー
た
わ
け
で
す
が
、
す
で
に
完
一
そ
し
て
五
年
間
に
投
下
し
た
工
翼
の
一
草
壁
ハ
千
七
百
五
十
万
円
と
な
る
と
の
国
費
の
補
助
量
ぃ
、
防
音
装
置
乏
で
あ
り
ま
す
。
一
は
ど
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
手
。

成
し
た
の
は
次
の
と
お
一
の
で
あ
り
ま
一
総
趨
は
、
四
億
二
千
百
五
十
万
円
に
つ
一
け
で
す
。
(
写
真
上
は
ベ
刀
コ
プ
タ
1
一

一

一

一

一

一

取

り

付

け

た

特

磁

な

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

1
一
市
有
財
産
と
し
て
は
ま
ず
土
地
で
あ
一
ま
ず
最
大
の
歳
入
源
で
あ
る
税
収
伊
考

一

も

っ

て

い

ま

す

。

一

で

撮

影

じ

た

大

洗

渇

の

全

景

と

右

は

西

一

一

一

震
波
握
ニ
六
五
米
議
返
し
が
ふ
こ
と
し
嗣
置
土
年
度
)
の
建
設
一
防
波
堤
の
現
況
)

r

ト
の
教
室
で
す
。
竺
葬
と
し
で
十
一
り
ま
す
が
行
政
財
産
ぞ
別
と
し
て
、
利
唱
え
た
湯
合
、
四
十
二
年
四
十
一
一
率
ま
で

会
む
)
一
計
画
工
事
は
、
南
防
波
堤
一

C
四

米

一

二

教

室

が

で

き

上

っ

た

わ

け

で

す

。

一

南
関
量
一
ニ
ニ
O
米

(

直

線

五

土

袋

、

更

に

南

方

へ

闘

る

延

坪

数

也

一

三

一

六

坪

、

三

階

建

で

こ

の

一

総
工
事
費
は
一
一
手
五
亘
二
十
一
万
七
千

円
で
す
。
新
学
期
よ
り
十
二
ク
ラ
ス
が

こ
こ
で
勉
強
を
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、

飛
行
機
の
爆
音
仁
わ
ざ
約
い
さ
れ
ず
静

か
な
環
涜
の
中
で
落
着
い
て
勉
強
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
生
徒
は
大
賢
一
び
で
す

引
続
支
え
「
年
度
に
は
第
二
期
工
事
と
し

て
一
中
に
更
に
十
八
教
室
が
建
て
ら
れ

会
教
室
が
完
全
な
防
音
の
鉄
筋
コ
ン
ク

D
lト
教
室
に
改
築
さ
れ
あ
予
定
で
す

そ
れ
と
一
磯
浜
小
学
校
で
も
向
様
に
今
年

度
か
ら
年
次
計
闘
で
や
は
り
全
校
舎
が

( 2 )、，

西
防
波
堤
一

0
0米
完
成

大沈潜の建設

事

業

費

ヲ‘

」

と

し
の

昭和 41年 51:131日
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億
四
千
六
百
万
円

し、:

一申防督教室改築工事
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鉄 筋教聾で富んで勉強

ら

第一期工事終る

あ
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お

突
堤
六
本
の
新
設
工
事

と
に
な
り
卓
や
U
た
。
昭
和
四
十
二

年
度
で
も
こ
の
他
数
本
巡
ら
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
じ
の
工
事
費
総
題
一
千
万
円

で
国
が
そ
の
二
分
の
一
、
県
が
三

十
万
の
十
一
ニ
、
防
が
コ
マ
ナ
分
の
二

の
六
六
万
六
千
円
者
詔
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
突
堤
の
長
さ

は
何
れ
も
四
十
一
一
一
一
脱
で
す
。
着

工
は
五
月
下
旬
か
六
月
上
旬
の
予

定
で
、
で
き
れ
ば
海
水
俗
の
季
節

ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
に
し
た
い

と
、
燥
で
は
態
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。(
写
真
は
で
き
上
っ
た
試
験
突

堤
)

一
千
万
円
の
事
業
費
で

こ
ζ
数
年
来
太
平
洋
の
沿
岸
一
帯
は
一
現
場
に
困
る
よ
う
な
事
態
が
発
伎
し
、

次
第
に
侵
し
よ
く
さ
れ
、
各
地
で
一
予
怨
一
大
騒
ぎ
を
お
こ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

も
し
な
い
華
京
発
生
し
て
い
る
こ
と
一
防
で
は
こ
う
し
た
実
情
義
当
局
に
つ

は
、
皆
さ
ん
も
御
水
知
か
と
思
い
ま
す
一
ぶ
さ
に
陳
情
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

わ
が
六
洗
町
で
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
一
度
に
お
い
て
、
大
洗
観
光
ホ
テ
ル
の
す

ま
一
年
日
間
に
海
岸
の
侵

K
を
ひ
戸
て
な
っ
一
ぐ
下
に
県
営
重
宝
し
て
試
験
的
に
突

4
一
て
い
ま
す
@
特
に
西
防
波
堤
か
ら
束
よ
一
環
一
本
ぞ
出
し
て
み
ま
し
た
と
こ
乃
す

9
一
英
資
産
に
か
け
て
は
、
話
雪
一
ぐ
黙
っ
き
は
じ
め
翼
煽
も
で
き
あ

ゴ
広
か
っ
た
震
が
い
宅
は
ほ
ど
ん
と
一
が
り
多
大
の
成
果
ぞ
収
め
て
い
ま
す
。

費
一
な
く
な
っ
て
了
ぃ
、
}
寸
海
が
荒
れ
る
一
今
年
度
で
は
こ
の
実
繍
に
も
と
づ
き
県

h
出
ハ
タ
ペ
y
ト
護
岸
に
ま
で
波
が
抑
レ
一
営
事
業
で
、
大
貫
海
岸
か
ら
東
へ
六
本

怒
せ
る
有
様
で
す
。
こ
の
た
め
漁
船
の
一
の
突
混
そ
ス
同
)
開
制
間
か
く
に
出
す
こ

五
、
利
金
社
会
よ
り
共
同
社
会
へ

社
会
斜
学
的
に
-
言
え
ば
、
現
代
は
利
一
益
社
会
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

勿
論
利
轡
関
係
は
、
個
人
個
人
の
生
活
一

に
と
っ
て
現
実
師
、
切
実
的
な
も
の
で
『

あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一

し
か
し
集
団
と
い
う
地
域
社
会
場
考
え
一

た
場
合
、
そ
ζ
に
鶏
和
と
友
震
の
精
神
一

を
生
か
し
子
夫
同
社
会
の
建
設
が
な
さ
.

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
私
た
ち
一
が
海
岸
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
ぞ
提
唱
し
て
も
、
み
だ
り
に

と
み
を
捨
て
る
よ
う
で
は
、
な
か
な
か

住
み
よ
い
社
会
の
建
設
は
で
き
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。
今
九
ま
で
も
前
向
者
め

姿
勢
で
お
互
い
が
力
を
協
せ
る
と
こ
る

に
、
進
歩
と
苑
燥
が
あ
る
と
信
じ
ま
す

が
、
乙
の
窓
味
で
特
に
感
じ
手
レ
た
乙

と
は
町
、
消
防
団
と
議
会
と
が
相
次
い

で
国
が
り
表
彰
さ
れ
た
事
実
で
あ
り
ま

す
。
最
近
自
治
省
の
指
示
で
沖
縄
か
ら

視
察
団
が
来
と
い
う
ζ
と
で
す
が
、
防

づ
く
り
と
い
う
自
治
の
本
筋
を
誤
ま
り

昭和41年度予算一覧(単位千円j

議会費 12.1402.4% 
公償資 12.1042.4 
商工費 9.359 1.9 
消防費 5.807 1.1・
労働費 3.966 0.8 
予備費 1.000 0.2 
諸支出金 100 
災害復旧費 10 

《写真は完成した防音教室》

大洗町予算年度別比較表
昭和37年度から41年度 5年間

(一般会計)

豆

O
去
、
一

O
八
千
円

昭
和
制
年
度

玉吉I句
零F

65% 

一
一
一
六
、
一

O
八
千
円

43% 

昭
和
四
年
度

間

割

引

八

五

O
穴
四
千
円
一
一
一

昭
和
犯
年
度

昭
和
幻
年
度

z 

今
ち
力
強
く
歩
ん
で
お
る
結
果
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
私
達
は
あ
ら
ゆ
る
簡
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
、
た
と
え
そ

れ
が
ど
ん
な
に
む
づ
や

vtと
も
、
利
一

益
社
会
よ
り
共
同
社
会
へ
と
一
歩
一
歩
一

近
ず
い
て
ゆ
く
努
力
ぞ
時
国
語
て
ゆ
き
た
田

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
い
ろ
い
ろ
と
申
し
上
げ
存
主

が
、
充
牙
御
審
議
ぞ
臨
調
っ
と
共
に
新
年

の
予
算
執
行
に
当
た
り
手
レ
て
は
、
適

正
仁
し
か
も
効
率
的
な
巡
肘
に
偲
忽
ず

る
乙
と
を
お
謡
い
い
た
し
一
況
明
ぞ
終
わ

り
ま
す
@



戸
J 

第 39号

長
(
助
役
代
理
出
席
)
の
手
に
表
彰
状
一
の
感
激
を
あ
ら
た
に
し
た
の
を
あ
り
ま

坂
本
団
長
の
手
に
表
彰
股
が
授
与
さ
れ
一
す
。
乙
の
成
果
乙
手
占
関
し
て
一
一
朝
-
タ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま

当
日
は
午
後
四
時
二
十
分
着
。
水
戸
駅
一
で
消
肪
団
に
尽
力
さ
れ
た
多
く
の
先
輩

構
内
で
は
消
防
ポ
ン
プ
に
分
乗
し
て
全
一
の
方
々
の
逸
さ
れ
た
伝
統
あ
る
消
肪
精

分
団
長
が
戸
迎
え
、
そ
の
足
で
懸
知
事
一
叫
仰
と
歴
史
と
が
こ
こ
に
実
が
結
ん
だ
も

に
翠
属
途
に
つ
く
。
平
一
戸
橋
に
て
会
一
の
で
あ
の
ま
ず
。

団
員
の
出
迎
え
を
受
け
た
表
彰
旗
は
一
私
選
は
、
消
防
団
の
こ
の
輝
〈
栄
誉

町
内
包
夜
通
り
を
行
進
し
、
一
中
グ
ラ
一
の
か
げ
に
火
災
現
場
や
、
高
潮
の
肪
備

ン
ド
に
到
者
、
待
期
中
の
町
長
に
報
告
一
作
業
に
、
身
税
廃
し
ず
容
斗
ず
る
団
員

が
終
る
。
皆
漆
副
団
長
の
音
頭
で
「
大
一
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
、
そ
し
て

洗
町
消
防
団
方
才
」
が
一
一
躍
さ
れ
、
参
一
家
族
の
皆
さ
ん
方
の
深
い
濠
解
と
厚
い

列
し
た
者
会
員
が
、
深
い
感
激
の
中
に
一
援
助
と
が
あ
る
ζ
と
そ
忘
れ
て
は
な
ら

そ
の
声
は
天
も
割
れ
よ
と
ば
か
り
四
万
一
な
い
と
思
い
ま
す
。

に
響
き
渡
っ
た
。
超
文
エ
一
月
二
十
五
一
鍍
高
の
栄
誉
が
機
会
に
我
か
六
洗
町
消

日
町
主
催
の
も
と
に
消
防
団
関
係
者
、
一
防
団
の
一
層
進
展
と
由
貿
信
さ
ん
方
の

町
内
外
よ
D
の
来
賓
多
数
出
席
の
も
と
一
御
自
震
と
御
健
斗
を
祈
っ
て
比
み
ま
せ

に
国
彰
受
賞
祝
賀
会
が
一
中
体
育
館
に
一
ん
。

お
い
て
盛
大
纏
に
挙
行
さ
れ
一
そ
う
そ
一

最
高
の
栄
誉
に
輝
く
大
洗
町
消
防
団

国
家
消
防
庁
長
官
賞
を
受
く

わ
が
十
ハ
洗
町
消
防
団
で
は
臼
績
か
ら
一
命
が
け
で
東
奔
西
走
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
本
団
長
を
中
心
に
、
二
百
余
名
の
回
一
こ
う
し
た
尊
い
消
防
団
の
実
績
は
す
で

民
が
打
っ
て
一
丸
と
な
り
、
火
災
の
予
一
に
昭
和
二
十
八
年
に
日
本
消
防
協
会
長

防
や
鱗
圧
に
、
台
風
高
専
に
お
け
一
覧
会
露
政
)
の
受
夜
、
回
想
一
手
四

る
防
災
作
業
に
、
モ
し
て
、
平
索
は
操
一
年
国
家
消
防
本
部
長
賞
(
干
頭
授
〉
の

法
訓
練
、
機
械
訓
練
な
ど
の
技
術
の
練
↑
受
賞
、
そ
し
て
ま
た
昭
和
コ
平
九
年
の

腸
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
と
精
進
を
つ
づ
一
懸
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
で
は
、

け

て

い

ま

す

。

一

第

五

分

団

が

郡

代

表

で

出

場

、

栄

あ

る

一
乙
の
結
果
は
、
都
市
同
様
に
人
家
が

一
密
集
し
て
い
る
大
洗
町
に
お
い
て
‘
こ

一ζ
何
十
年
来
大
き
な
公
災
が
発
怨
し
て

、
一
い
な
い
こ
と
‘
四
万
知
那
珂
川
、
湖
沼

{
i川
、
太
平
洋
に
固
ま
れ
て
い
て
も
、
大

す
き
な
水
害
か
受
け
ず
に
す
ん
で
い
る
こ

?
と
が
、
こ
れ
を
実
証
し
て
い
る
と
い
え

・
コ
ろ
ま
し
ょ
う
。
寒
風
一
身
を
裂
く
厳
寒
の
火

ー
一
一
災
期
に
お
け
る
夜
伊
徹
し
て
の
後
戒
に

一
強
風
時
、
台
風
時
等
に
お
け
る
欝
戒

一
…
出
動
に
家
業
を
な
げ
だ
し
て
私
達
住
民

あ
の
生
命
と
財
産
の
安
全
写
る
た
め
に

総
合
優
勝
(
優
勝
旗
)
を
な
し
と
げ
、
一
に
及
ぶ
消
火
詮
が
取
付
け
ら
れ
、
団
員

狸
昭
和
田
十
年
に
は
、
第
九
分
間
が
準
一
の
卓
越

k~技
術
と
と
も
に
懸
下
有
数

億
勝
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
閥
ら
か
で
あ
一
の
施
設
を
誇
る
に
至
っ
て
い
卓
子
。

り

ま

す

。

一

こ

う

し

た

我

が

大

洗

町

消

罰

団

が

、

今

一
方
装
備
の
簡
で
は
、
合
併
直
後
会
一
回
水
戸
市
、
土
浦
市
に
つ
い
で
木
県
と

ケ
分
団
の
機
動
化
が
実
現
し
、
ホ
国
貯
留
一
し
で
は
実
に
十
一
年
波
h
u
に
栄
あ
る
国

話
番
に
一
毘
旦

C
語
の
貯
水
精
一
室
欝
の
最
高
栄
誉
に
浴
し
た
わ
け
で

と
上
水
道
の
布
設
に
伴
な
い
二
百
余
一
あ
hu
ま
7
0

昭
和
四
十
年
度
を
起
点
と
し
て
さ
一
き
に
策
定
さ
れ
た
新
町
建
設
五
ヶ
年
計
闘
の
第
一
年
目
に
当
る
昭
和
四
十
年

度
の
計
画
事
業
刻
ち
、
南
中
学
校
の
特
別
教
釜
増
築
工
事
、
大
賞
前
原
用
地
内
に
建
設
さ
れ
た
十
二
戸
の
プ
レ
ハ

ブ
住
宅
な
ら
び
に
県
下
で
は
い
あ
て
の
事
業
と
し
て
斯
界
の
注
目
を
あ
つ
め
た
、
磯
浜
地
区
八
Y
袈
の
高
台
に

建
て
ら
れ
た
、
船
員
ア
パ
ー
ト
十
六
戸
、
お
よ
び
さ
き
に
竣
工
学
み
た
夏
海
地
区
上
水
道
浄
水
揚
に
新
設
さ
れ
た

水
道
管
理
人
釜
な
ど
の
工
事
が
ぞ
く
P
ど
と
竣
工
し
ま
し
た
町
で
は
去
る
四
月
十
三
日
、
町
や
器
開
会
議
員
、
関

係
者
の
人
達
が
招
い
て
こ
れ
ら
の
施
設
の
出
来
よ
り
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
近
代

的
で
立
派
に
で
者
王
っ
た
建
物
を
し
み
じ
み
と
見
学
し
可
誰
も
が
感
嘆
の
声
そ
ち
ら
し
て
い
ま
し
た
。

i
昭
和
四
十
年
度
の
建
設
事
業

i

相
つ
い
で
完
工

四
月
十
三
日
に
合
同
竣
工
式

戸

…

〉

6

3

日

耐

1
〉
坪
叩

…
ト
簡
計
叩
仲
間
山
月

j
t
y
R
1
}
t
f
}
-
}
i
f
}
t
p
t
J
t
a
-
-
i
t
f
i
t
F
3
一…

t

日
子
日

大
洗
町
の
誕
生
ぞ
見
て
警
十
年
方
自
治
の
蓄
に
添
っ
た
議
会
運
営
が
な
さ
れ
十
点
結
果
で
あ
り
、
且
つ
議
一
一
…
一
緒
官
ぷ

罰
、
此
の
問
答
宣
言
し
い
発
の
向
上
一
と
、
住
民
福
祉
の
差
と
に
会
人
諸
先
輩
の
営
々
と
し
て
築
か
れ
…
一
…
ッ
米
米
社
…

周
へ
の
変
貌
は
、
県
下
市
町
村
の
羨
よ
る
優
良
議
会
と
し
て
、
童
町
村
実
績
に
よ
る
も
の
が
犬
で
あ
っ
た
一
一
…
パ
河
島
駐
鵡
…

謹
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
な
お
議
会
議
長
会
長
よ
り
栄
誉
あ
る
会
菌
乙
と
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
竺
…
小

2
ゆ
か

一

層

の

発

震

が

女

栄

え

あ

る

全

国

表

彰

国

臣

賞

女

こ

の

た

び

の

受

…

一

…

ア

ト

5
m臼
円
環
…

約
束
さ
れ
る
大

A

M

A

H

時
間
や
機
に
、
町
執
山
一
…
ク
戸
税
叩
∞
縫
…

飛

躍

へ

の

量

的

た

先

汀

義

民

主

?

部

と

町

議

会

ニ

一

…

ξ
建

8Fm制
鈴

…

堅
め
の
段
階
で

A

H

J

ノ

也

t
岡

刊

妥

同

メ

ヨ

女

よ

D
一
層
緊
抽
出
な
山
一
…
ー
強
階
隠
一
戸
一
周
年
々

号

、

今

後

の

女

女

る

提

携

の

も

と

一

一

…

紛

補

2
1
1
延

Z

T

堅
実
な
る
町
政
の
推
進
が
期
待
さ
れ
表
彰
を
受
せ
ま
し
た
が
三
れ
も
儒
に
憲
郷
健
設
に
霊
す
ぺ
ぐ
決
山
一
…
造
模
工
費
設
…

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
探
い
御
理
解
と
窓
伊
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
一
一
…
構
規
着
一
一
環
…

こ

の

た

び

、

大

洗

町

議

会

が

、

地

御

支

援

に

よ

る

円

滑

な

る

町

政

執

行

す

。

日

一

去
る
一
一
月
一
一
百
東
京
の
全
国
消
防
会

館
に
お
い
て
消
肪
庁
長
管
よ
D
、
町

親
子
そ
ろ
っ

て
国
彰
受
賞

一
中
少
年
消
防
団
で
も

表彰の主諸国表彰E貨を先頭に町内のパレード

受賞祝賀会犠での万才三唱

昭
和
三
十
六
年
五
月
に
発
足
し
た
大
一
も
ピ

y
ク
D
Lで
い
ま
し
た
。

洗
町
立
第
一
中
学
校
少
年
消
防
団
で
は
一
少
年
消
防
団
で
は
毎
月
行
事
予
定
を

県
の
防
災
課
や
親
消
防
団
に
あ
た
る
町
一
た
て
て
、
防
火
思
想
の
啓
発
、
ヵ
マ
ド

の
消
肪
団
な
ど
の
適
切
な
指
導
や
助
言
一
の
検
査
や
、
火
災
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

を
受
け
な
が
ら
す
く
す
く
と
成
長
し
て
一
な
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
，
い
ず
れ
も
優

い

ま

す

。

一

秀

な

成

綴

を

あ

げ

て

い

ま

す

。

こ

う

し

少
年
消
問
団
の
任
務
は
、
防
火
思
想
一
た
努
力
は
県
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り

の
普
及
規
律
訓
練
、
火
災
時
に
お
け
る
一
去
る
昭
和
田
十
年
九
月
に
は
じ
め
て
茨

退
避
訓
練
な
ど
で
あ
D
ま
す
が
、
校
長
一
城
県
知
事
よ
り
表
彰
を
湾
げ
ま
し
た
が

先
生
を
は
じ
め
担
任
の
先
生
方
の
熱
心
一
こ
と
し
の
一
一
一
月
に
は
親
消
防
団
と
共
に

な
指
導
の
も
と
に
、
全
生
徒
て

Q
三
間
い
ぜ
国
家
消
防
庁
長
官
よ
り
表
彰
さ

四
名
の
少
年
消
防
団
員
は
、
清
水
団
長
一
れ
立
派
な
「
タ
テ
」
を
贈
ら
れ
ま
レ
た

を
中
心
に
平
常
よ
り
努
力
を
雷
一
ね
て
お
一
教
が
穴
洗
町
で
は
貌
子
そ
ろ
っ
て
国
一
よ

り
ま
す
。
去
る
四
月
十
八
日
新
し
ベ
こ
り
栄
あ
る
表
彰
を
受
け
た
わ
け
で
全
国

年
生
を
一
迎
え
る
入
団
式
が
、
一

-mグ
一
フ
一
で
も
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
そ
う
で
す
一

ク
ン
ド
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
一
町
民
皆
さ
ん
方
の
一
そ
う
の
御
支
援
一

き
の
団
員
の
規
律
は
実
に
立
派
な
も
の
一
と
御
協
力
吃
お
願
い
申
し
ょ
げ
ま
す
。
一

で
あ
D
、
分
割
行
進
な
ぞ
は
親
消
肪
回
一
円
入
団
司
で
勢
ぞ
ろ
い
の
少
年
消
防
一

が

顔

負

け

す

る

ほ

ど

で

、

来

績

の

方

々

一

回

)

恕

. ...-・・_.......................n・・・・・・.........“・・・・・・・・・・"“・.....“・・・・

学校特別教護

檎 t造 a 鉄筋コンク刀ート造 2階建 1糠
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室の矯成 1階理斜案 1 技術室 2

階段釜 1 テラス 1 
2階音楽室 1 家反主主 2

: 、 、ー、 階段主主 1 パルコーニ 1 
議 .I 40年 9月218 竣工 41年 3見31臼
工事一費 24，630，000円十
工事務負者 安藤建設機式会社

プレハブ住宅 | 
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( 4 ) 

つ
ぎ
つ
ぎ
誕
生

鑓
し
い
老
人
ク
ラ
ブ

昭
和
一
一
平
八
年
九
月
に
拍
回
総
理
大
阿
国

よ
り
一
室
る
襲
警
の
受
賞
と
な
っ

H
豚

コ

レ

ラ

を

防

ぐ

た

め

に

H

て
務
お
れ
た
の
で
し
た
@

四
十
一
年
九
月
か
ら
予
妨
注
射
実
施
方
式
が
変
り
ま
す
。

議
会
議
員
を
退
職
さ
れ
て
か
ら
も
町

を
愛
す
る
心
は
変
哲
き
率
第
二
豚
コ
レ
ラ
塁
率
に
告
で
て
一
流
行
の
原
理
調
べ
工
会
す
と
、

中
学
校
の
体
育
館
建
設
に
ち
で
は
、
一
い
る
恐
ろ
し
い
伝
染
病
で
す
。
一
釆
注
射
豚
の
買
い
入
れ
や
、
震
の
移

っ

て

こ

れ

を

範

と

し

て

き

き

と

前

一

轄

位

抑

制

開

問

一

劃

配

列

|

一

創

刊

誌

m
d
h
M
jし
込
皇

居
墾
罰
誕
生
し
昭
和
室
長
会
一
た
。
最
近
に
至
り
襲
す
ぐ
れ
ず
自
宅
一
工
事
は
じ
ま
る
一
警
は
注
射
実
施
の
空
事
聞
が
で
き

町
山
い
わ
た
っ
て
納
税
組
合
選
足
し
た
一
に
て
事
静
養
に
努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
一
昨
年
十
月
台
風
に
管
覇
で
、
大
一
多
く
の
子
摩
予
防
注
射
さ
れ
な
い
ま
一
に
年
一
回
予
防
注
射
を
主
す
。

L

こ
と
は
真
に
久
保
木
さ
ん
の
愛
防
精
神
一
色
た
が
、
遂
に
四
旦
干
一
品
竺
霊
岸
(
襲
警
の
き
な
っ
て
い
一
ま
飼
主
昔
、
要
員
、
ひ
と
た
一
番
生
産
者
も
そ
の
後
胞
害
行
な
盟

実
態
と
宇
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
一
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
か
か
る
久
一
る
地
点
〉
が
非
常
な
露
L
さ
ら
さ
れ
び
豚
コ
レ
ラ
が
発
生
し
た
ら
全
滅
の
惨
一
ぅ
人
も
、
お
互
い
に
安
心
し
て
堅
銅
器
一

f

そ
の
他
農
地
改
革
の
務
佐
官
て
一
保
木
さ
ん
の
地
方
自
治
振
興
に
つ
く
さ
一
消
防
田
章
一
万
関
係
震
の
協
力
量
一
撃
つ
け
て
」
ま
い
ま
す
。
今
度
こ
の
一
ぅ
乙
と
が
で
き
る
よ
う
、
営
事
防
船
一
主
〆

は
重
委
員
と
し
て
ζ

れ
に
蓄
し
、
一
れ
骨
髄
群
の
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
、
一
誌
に
審
議
い
と
め
る
こ
を
一

i禾
騒
ぎ
す
た
め
、
新
一
審
で
予
防
注
射
後
二
週
間
以
王
た
図
一
審
一
[
引
一
涼
)

芝
居
事
長
つ
て
は
委
員
の
二
演
習
量
ハ
第
五
等
民
主
一
き
ま
長
、
警
備
又
量
の
施

τい
予
防
注
射
の
や
り
方
著
書
一
っ
た
議
室
長
、
導
入
す
る
(
官
躍
し
問
一
蹴
船

人
と
し
て
む
ず
か
し
い
諸
問
題
の
嬰
一
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
設
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
唱
で
は
一
方
式
』
に
改
め
る
ζ
ζ
に
な
り
ま
し
た
よ
っ
官
関
係
者
の
男
を
お
願
む
お
一
明
割
引
旦
岩
崎

元

義

町

害

警

つ

あ

ら

一

員

さ

れ

3、
i
z一地
下
仁
容
れ
る
久
答
。
ん

E
一

時

抗

日

時

間

判

官

研

一

そ

の

方

法

は

護

署

著

書

一

手

射

一

遺

持

れ
菌
の
改
選
の
種
康
上
の
都
宅
一
れ
た
甚
大
な
功
績
は
楼
も
が
認
め
る
と
一
ん
な
に
か
窓
口
ば
れ
て
い
る
乙
毒
長
一
守
さ
れ
、
パ
一
フ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
喜
一
豚
)
か
ら
種
付
し
た
生
産
農
家
(
め
ず
四
土
年
八
月
ま
で
は
準
備
期
間
と
注
開
一
一
一
一
姉

書
さ
れ
た
久
保
木
清
さ
ん
(
磯
語
一
ζ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
告
の
;
~
一
ん
で
寝
返
宅
夜
、
患
を
お
一
工
事
更
に
回
ハ
C
H延
長
芸
乙
と
一
豚
)
の
報
告

Z
B
E一
し

長

室

事

E
Zな腕
同

一

一

泊

顕

著
語
る
四
恩
一
十
百
議
一
警
の
功
績
は
国
籍
と
こ
ろ
と
苦
一
哲
申
告
ま
す
。
一
吉
、
既
に
工
事
選
め
ら
れ
て
い
一
語
、

Zじ
め

予

防

注

射

月

互

い

?

、

九

月

以

降

の

注

射

(

四

月

ラ

生

司

市

パ

一

さ

れ

ま

し

た

。

一

l
i
l
-
I
l
l
i
-
-
F。
工
事
提
露
五
千
万
円
で
す
一
春
て
子
宮
日

A20日2
五
一
躍
の
種
付
分
)
は
乙
の
指
名
注
身
方
レ
一
蹴
一
一

F

し
一
あ
腎
持
組
時
間
一
動
六
等
宝
冠
章
に
輝
く
一
戸
品
開
町

MRMMm一
日
明
日
時
崎
将
五
式
計
詩
軒
下
を
図
解
す
即
一
ザ
割
引
一
知
山

一

る

ま

で

を

二

十

五

年

間

、

喜

男

一

一

長

ん

で

い

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

一

け

後

の

予

防

注

射

は

原

則

と

し

て

行

な

る

と

下

図

の

と

お

り

で

す

。

医

円

ド

L
E献
身

諸

君

け

ら

れ

殊

に

一

重

実

恵

泉

保

育

園

長

さ

ん

一

圭

三

-

日

=

E

-

E

E

-

-

宣
言

-
E
E
z
-
-
一
三
言
ヨ
一
い
ま
せ
ん
。
な
お
母
軍
隊
員
一

i
、

京

護

興

の

た

め

に

は

襲

警

の

実

一

一

塁

の

た

め

に

寄

与

さ

れ

ま

主

。

一

t
t
i
t
i
t
t
t
t
t
i
t
s
i
i
i
i
t
t
i
t
i
s
j
i
l
t
-
i
-

一

調

、

書

の

建

設

な

ど

に

舎

を

つ

一

九

日

機

騒

繁

一

露

五

土

審

議

官

、

我

一

芝

、

思

十

六

年

2
二
十
九
年
三

一

ぐ

さ

れ

る

芳

、

昭

和

喜

喜

一

絞

ぎ

額

九

山

川

F

一

が

議

官

大

語

、

喜

重

一

で

奇

書

、

塁

震

と

し

;

訪

れ

る

あ

客

さ

ん

に

心

か

ら

の

贈

り

も

の

ぁ
一
軒
目
説
明
日
軒
藤
総
留
一
語
言
語
一
謀
議
長
大
洗
宮
下
美
化
運
動
朝
の
会

一
忘
れ
て
持
迭
し
、
困
っ
て
い
る
・
人
遠
の
一
鱒
畿
畿
議
灘
畿
一
J

流
五
の
栄
え
の
名
誉
を
う
官
れ
ま
と
の
保
育
、
青
少
年
の
不
良
化
防
止
、
健
一
、

Z

一

員

談

相

手

と

し

て

、

こ

れ

ら

の

人

つ

調

機

憾

二

中

一

た

。

一

言

、

手

雲

i
i一塁
各

高

官

語

道

美

一

番

で

も

観

光

地

脅

迫

元

の

一

察

官

、

言

下

の

方

々

が

お
す
が
り
は
慾
父
の
よ
う
に
襲
わ
れ
て
い
一
議
鰯
議
鶏
一
翼
い
ち
さ
在
、
昭
和
十
一
一
亘
書
霊
の
向
上
に
努
さ
れ
ま
し
一
量
動
の
声

gれて
お

i・
一
会
の
手
芸

PEs-いろ
い
ろ
と
相
官
豪
、
言

jz。是
正

十

四

富

障

の

一

ぷ

J
号

、

一

貫

保

育

閣

を

開

設

、

以

来

園

長

と

し

て

た

。

昭

和

二

十

四

年

五

月

十

品

雲

-

下

美

化

運

動

朝

の

会

が

誕

生

し

ま

し

一

納

税

協

績

が

芳

し

く

な

い

こ

と

窓

配

一

四

月

二

十

九

日

政

府

は

春

の

叙

警

一

精

進

努

力

、

設

備

内

容

量

次

棄

し

一

彫

兎

讃

福

祉

事

業

功

績

〉

た

。

乙

の

会

は

会

員

五

十

名

で

つ

く

ら

一
し
、
完
納
税
喜
組
合
を
組
織
し
納
一
の
民
名
義

Eし
た

。

菌

室

一

一

深

い

震

を

も

っ

員

保

育

の

向

上

一

昭

和

平

九

空

一

旦

一

属

片

言

れ

、

議

官

下

、

会

圏

内

、

喜

一

帯

陪

一

税

震

の

昂

揚

に

努

力

さ

れ

た

星

あ

千

広

旦

ハ

争

っ

ち

、

社

会

理

翼

関

に

献

身

的

な

活

動

を

な

さ

れ

児

一

審

祉

霊

(

児

鷲

福

祉

翼

功

績

)

を

毎

月

五

日

と

二

十

日

を

清

掃

の

日

と

一

ア

メ

D
カ
シ
ロ
ヒ
ト
D
は
坐
d

な
白
一
ワ
ナ
シ
・
カ
キ
、
な
ど
の
農
作
物
ま

:・恒三一z-EZEE-=-Ez--z一一一225ZEP--zz-一室=-zz=白書室町喜一芸必至豆町三苦-ZEE-a芸
皇
室

=
z
z
E
-
室
=
=
=
=
喜
一
霊
=
豆
一
苦
言
=
=
z
g
z
z
-
雲
喜
一
吾
妻
言
語
=
=
童
話
吾
妻
芸
E
Z
Z歪
z

=

主

婦

語

、

会

員

出

動

し

て

車

窓

仕

を

す

一

い

ガ

の

一

種

で

、

サ

ク

一

フ

、

プ

ラ

タ

ナ

一

で

手

一

あ

た

り

し

だ

い

に

食

い

荒

ら

す

雑

州
「
町
民
税
」
の
従
来
の
各
種
怨
除

3
、
そ
の
他
の
扶
養
親
族
一
人
に
つ
人
)
で
昭
和
四
十
年
度
は
三
四
七
、
円
(
前
年
十
五
万
円
)
と
な
り
串
F
レ

削

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

早

速

去

る

五

一

ス

な

ど

の

街

路

樹

、

庭

木

を

は

じ

め

ク

一

食

住

の

害

虫

で

す

。

酬
は
、
理
一
千
七
停
度
に
改
定
さ
れ
き
男
円
(
前
年
一
一
一
万

B

-
八

六

円

で

し

た

が

昭

和

四

十

平

た

の

で

従

来

ま

で

課

税

さ

れ

て

い

て

側

室

員

緊

主

に

手

に

、

ほ

う

き

州
て
い
ら
い
、
そ
の
ま
ま
開
唱
え
置
か
れ
つ
一
)
専
従
者
鐙
除
の
控
徐
限
度
額
度
は
四
二
三
、

O
一

六

円

と

な

り

ま

も

免

税

点

以

下

に

な

っ

て

賦

課

さ

れ

鵬

ス

コ

ッ

プ

な

ど

が

持

っ

て

集

合

第

一

回

酬
て
い
た
た
め
、
控
除
の
引
上
官
L
ょ
を
青
色
申
告
者
各
専
従
者
に
つ
き
し
た
。
町
民
税
は
大
分
減
税
に
な
つ
な
い
方
も
あ
D
ま

す

。

ま

た

盟

定

資

酬

の

清

掃

ぞ

実

施

し

ま

し

た

。

州

る

減

税

の

要

請

が

た

か

か

っ

た

の

で

十

万

円

前

年

八

万

円

)

に

富

た

わ

け

で

す

が

お

の

改

正

採

掘

襲

の

課

税

標

準

と

な

る

土

地

信

州

苦

し

て

い

た

紙

く

客

室

な

ど

た

州

今

国

会

で

啓

比

さ

れ

た

も

の

で

す

。

申

告

者

の

各

市

援

者

に

つ

美

万

人

の

県

民

税

の

調

整

税

額

一

震

が

廃

格

は

さ

き

の

固

定

資

琵

税

納

税

通

知

附

ち

幸

芹

づ

口

紅

、

あ

ち

こ

ち

で

ゴ

一

七

の

菱

自

次

の

通

り

で

す

。

門

町

税

改

正

の

盟

点

】

脅

に

部

tた
説

明

書

に

あ

り

ま

し

川

喜

燃

や

す

自

警

が

幾

吉

レ

も

立

ち

州
(
イ
U

基

礎

控

除

が

十

万

円

(

前

年

た

僚

に

、

税

の

負

担

が

急

に

ふ

え

な

酬

の

ぼ

り

、

会

員

皆

さ

ん

は

公

げ

の

た

め

川

は

九

万

巴

に

引

き

上

げ

ら

れ

た

町

民

税

控

除

の

引

上

げ

と

い

よ

う

に

今

回

の

改

正

に

よ

る

負

担

川

に

、

ひ

た

い

に

汗

義

キ

働

い

た

あ

州

ハ

ロ

)

配

偶

者

罷

慨

を

設

け

そ

の

控

調

整

に

よ

っ

て

、

ヌ

洗

町

で

は

前

年

酬

と

の

す

が

す

が

レ

い

親

の

一

と

き

を

味

川

患

を

八

万

円

と

さ

れ

た

。

固

定

資

産

税

免

税

点

の

引

上

げ

度

の

語

は

7
二

農

地

以

外

の

附

言

し

た

。

州

1
、

控

除

対

象

配

偶

者

が

な

い

場

合

土

地

は

}

・

一

倍

に

止

め

ら

れ

ま

し

附

こ

う

し

た

美

し

い

心

で

結

ぼ

れ

た

こ

の

州

扶

養

親

族

の

う

ち

一

人

に

つ

い

て

円

(

前

年

五

万

円

)

に

そ

れ

ぞ

れ

止

さ

れ

ま

す

の

で

県

民

税

は

若

干

増

た

。

州

会

が

益

々

発

展

さ

れ

ま

す

こ

と

が

衷

心

酬

は

七

万

円

(

前

年

七

万

円

)

引

き

上

げ

ら

れ

た

。

税

と

な

り

ま

す

。

な

お

、

色

木

田

の

点

が

あ

り

ま

し

州

よ

り

念

願

し

て

や

み

ま

せ

ん

、

と

同

時

川

2
、

配

属

者

の

前

年

の

所

得

金

額

以

上

の

ほ

か

給

与

所

得

鐙

除

の

引

上

「

富

義

援

税

」

の

免

震

が

引

た

ら

税

務

課

ま

で

お

語

下

さ

る

よ

酬

に

天

下

に

誇

る

大

洗

の

観

光

地

を

、

町

五

万

円

を

こ

え

る

湯

合

扶

養

親

族

げ

等

も

あ

り

ま

す

の

で

国

の

計

算

で

き

上

げ

ら

れ

、

土

地

が

八

万

円

(

前

う

お

願

い

し

ま

す

。

酬

ぐ

る

み

で

震

し

育

て

あ

げ

る

べ

く

、

み

の

う

ち

一

人

に

つ

い

て

は

六

万

円

は

住

民

税

の

課

税

最

低

限

は

給

与

所

空

一

万

四

千

円

)

家

屋

が

豆

万

円

削

ん

な

で

一

厨

協

力

」

雪

で

は

あ

り

ま

A

V

削

(

前

年

五

万

円

)

得

者

の

潟

合

模

様

世

帯

(

夫

婦

子

一

ニ

(

前

年

三

万

円

)

償

却

資

産

三

十

万

川

せ

ん

か

。

(

写

真

は

清

掃

に

励

む

会

員

の
人
達
)
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冗

一

副

議

長

久

保

木

さ

ん

逝

去

自
治
功
労
に
よ
り

¥ -1-7 
8w8  
既・菅島者

従
六
位
動
五
等
に
叙
き
る

ヒ

ア
メ

7
カ
シ

ト
リ
を
駆
除
し
よ
う

¥ロ

第 39号

の
特
段
の
御
協
力
義
願
い
た
主

す
@募
金
方
法
は
、
噂
託
員
さ
ん
を
通
じ

み
な
さ
ん
の
む
家
事
訪
朝
轟
金
な

い
た
歩
、
こ
と
に
な
っ
て
お
り
辛
子
・

乙
う
し
ア
渠
め
ら
れ
た
お
金
は
献
血
推

進
事
業
、
災
害
救
助
奉
仕
事
業
の
推
進

な
ど
数
4
の
日
赤
劇
祭
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
赤
募
金
は
校
時
間
と
い
う
か

た
ち
官
業
め
ら
れ
ま
ず
か
ら
左
記
の
事

項
に
該
当
す
る
揚
合
は
、
日
赤
よ
り
社

員
章
が
贈
ら
れ
ま
ず
か
ら
役
場
民
生
保

ま
で
色
連
絡
下
さ
い
。

ー
、
有
功
章
社
員

金
色
有
功
寧
ハ
十
万
円
以
上
〉

章
鍛
有
功
牽
(
五
万
円
単
よ
)

2
、
特
別
社
員
寧
向
様
〉

金
色
特
別
社
員
三
時
仁
一
方
回

以
上
若
し
く
は
毎
年
千
円
づ
っ
十

年
納
付
済
の
場
合
な
と
)

章
銀
特
別
社
員
(
一
時
に
一
一
宇
田

以
上
手
ぞ
は
笈
牢
一
一

6
0円
づ

っ
十
年
納
付
済
の
場
合
な
ど
V

3
・
正
社
員
章
(
毎
年
百
円
以
よ
そ
納

付
す
る
方
に
ア
ル
ミ
製
門
機
〉

以
上
は
個
人
、
法
人
共
通
で
す
か
月

骸
金
額
浄
嗣
持
し
た
と
思
わ
れ
る
燭
合

は
色
遠
慮
存
え
係
ま
で
お
閉
出
守
さ
い

昨
年
は
全
国
的
に
大
変
な
秘
密
を
う

け
ま
し
た
。
本
町
で
も
東
光
台
と
西
光

院
附
近
に
発
生
し
宗
主
~
の
で
、
木
年

は
犬
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

乙
の
害
虫
を
駆
除
す
る
に
謹
咽
い
幼

虫
の
群
が
っ
て
い
る
出
摘
を
枝
問
」
弁
初
h
u

と
っ
イ
咲
き
捨
て
る
こ
と
が
一
番
効
果
一

的
で
す
。
そ
の
時
期
は
六
月
と
八
Z
九

月
の
年
二
闘
で
す
@

み
な
さ
ん
が
身
近

な
と
こ
ろ
が
注
梓
υ

ず
ど
だ
さ
れ
ば
、
害

虫
の
発
生
を
早
自
に

発
易
」
き
る
の
明
夜

園
田
は
少
な
《
て
す

み
ま
す
。
。
協
力
を

お
願
い
y
ぶ
子
。

(
写
真
は
ア
メ
H
Y
カ

シ
ロ
ヒ
ト
D
と
そ
の

群
れ
)
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